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○新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けた事業者の方、ウク
ライナ情勢・原油価格上昇等の影響を受けた事業者の方を支援
するため、相談窓口の開設や特別融資制度を創設する等、積極
的に取り組んでおります。

○お取引先企業の抱える各種課題等に対し解決に向けたアドバイ
スを行うとともに、ビジネスマッチングや専門家派遣、外部機
関等と連携し、企業価値向上に向けた本業支援に取り組んでお
ります。

○広島県内４信用金庫と信金中央金庫等と「広島県しんきん事業
承継ネットワーク」発足による連携強化を図るとともに、広島
県事業承継・引継ぎ支援センターと連携し、後継者問題等に悩
みを抱える事業者支援に取り組んでおります。

○令和4年2月28日株式会社商工組合中央金庫と「事業再生・経
営改善支援に関する業務協力契約」および「ビジネスマッチン
グ業務における連携・協力に関する覚書」を締結いたしまし
た。地域経済の活性化や雇用安定への貢献に努めてまいりま
す。

○地域の次世代を担う「若手経営者の会（みどりしんきん
SBC）」を組織し、異業種交流や体験発表研修会等を通じて、
後継者の育成や人的ネットワークづくりのお手伝いを行ってお
ります。

　お取引先企業等への定期訪問から、企業ライフステージにおける様々な課題・ニーズ等を的確に把握することに努め、課題
解決のための適切なサービス・商品を提供するなど、お客様の発展に寄与することを目指した金融仲介機能の発揮に努めてお
ります。

地域活性化のための取り組み状況

経営者保証への対応

8月6日　SBC会員体験発表会

2月28日　商工組合中央金庫との連携協定

10月26日　広島県しんきん事業承継ネットワーク連絡会議

地域金融円滑化への取り組み

○当金庫では、「経営者保証に関するガイドライン」の趣旨や内容を十分に踏まえ、お客様からお借入や保証債務整理の相談
を受けた際に真摯に対応するための態勢を整備しております。また、経営者保証の必要性については、お客様との丁寧な対
話により、法人と経営者の関係性や財務データ等の状況を把握し、同ガイドラインの記載内容を踏まえて十分に検討するな
ど、適切な対応に努めております。

○地域の健全な事業を営む事業者及び個人に対して必要な資金を円滑に供給していくこと、ならびに地域の事業者の経営相
談・経営指導および経営改善に関するきめ細やかな支援に取り組むことは、当金庫の最も重要な課題の一つであると認識
し、適切なリスク管理体制のもと、金融仲介機能の発揮に真摯に取り組んでまいります。

　【令和３年度実績】
新規に無保証で融資した件数 15 件 保証契約を解除した件数 15 件

新規融資に占める経営者保証に依存しない融資
の割合 3.32％ 経営者保証に関するガイドラインに基づく保証

債務整理の成立件数 0 件

  

地
域
密
着
型

  

金
融
へ
の
取
り
組
み



 地域密着型金融への取り組み

2022 REPORT 8

○信金中央金庫の創立70周年記念事業「SCBふる
さと応援団」に、庄原市の「キャッシュレスカード
「な・み・か」「ほ・ろ・か」による地域経済循環事
業」を推薦し、本事業が寄付対象事業として採択さ
れ、1,000万円が庄原市に寄付されました。「SCB
ふるさと応援団」は、地方創生に資する取り組み等
に対し、信金中央金庫が企業版ふるさと納税を実施
するというものです。当金庫では、地域の持続的な
発展に向け、当該寄付事業に対する支援に継続し
て取り組んでまいります。

○新型コロナウイルス感染症対策に活用いただくこと
を目的に、庄原市、三次市の両市に対し、それぞれ
50万円の寄付を行いました。当該寄付金は令和3
年7月1日から9月17日まで取り扱いました「新理事
長就任記念寄付金型定期預金“みどりの輝き”」の
募集総額の0.10％相当額を寄付したものです。

○庄原商工会議所等と協働し、起業・創業に係る
サポートプログラム「庄原創業塾」を開催いた
しました。今後も行政や外部機関等と連携し、
地域の創業や成長企業を目指す支援に取り組ん
でまいります。

○庄原市の商工・観光団体で構成する「庄原市
キャッシュレス決済推進協議会」と包括連携協
定を締結いたしました。キャッシュレス事業を
通じて、庄原市における地域経済の活性化およ
び住民サービスの向上の実現に取り組んでまい
ります。

地域社会への活動

12月10日　庄原創業塾 3月18日　庄原市キャッシュレス決済推進協議会との
　　　　 包括連携協定

3月28日　SCBふるさと応援団寄付金贈呈式

11月2日　三次市役所贈呈式

11月8日　庄原市役所贈呈式
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○地域社会の一員として豊かで活力のある社会の実現を願い、金融サービスの提供にとどまらず、行事やボランティア活動
に積極的に参加しております。

○お取引先企業のライフステージに応じた質の高い金融サービスを提供するため、職員のコンサルティング能力向上にかかる
金庫内研修やオンラインを活用した外部研修・セミナーを積極的に取り組んでおります。

○当金庫は、令和4年3月9日に経済産業省及び日本健康会議が実施する「健康経営優良法人認
定制度」により、「中小規模法人部門」における「健康経営優良法人2022」の認定を受け
ました。健康経営優良法人認定制度は、地域の健康課題に即した取り組みや日本健康会議が
進める健康増進の取り組みをもとに、特に優良な健康経営を実践している中小企業等の法人
を顕彰する制度です。

　これからも健康経営の取り組みを推進し、職員が健康でいきいきと働ける職場をつくること
によって、お客様へのより質の高いサービスの提供を実現することを目指してまいります。

○お客様満足度の向上を重視した経営態勢を
確立するため、本来の金融サービスはもち
ろん、お客様の日常生活に役立つ「なんで
も相談」専用ダイヤルを設置し、様々な相
談にお応えしております。

○当金庫で年金を受給されている方を対象
に、現金の引き出しや支払いなどの手続き
ができない方に対して見守り活動を兼ねた
「高齢者安心サポート」の取り扱いを行っ
ております。

地域に根ざした活動

当金庫職員のスキル向上への取り組み

健康経営への取り組み

９月22日　秋の全国交通安全運動ボランティア活動10月28日　第48回赤い羽根共同募金
　　　　　  チャリティ－グラウンドゴルフ大会

10月13日　企業資金繰りセミナー4月15日　渉外担当者研修
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　当金庫は、中小企業や地域住民のための協同組織地域金融機関として、相互扶助の精神や非営利を基本理念のもと、国連が採
択しているSDGs※１に賛同します。「地域の繁栄」、「みんなの幸福」、「地球環境の保全」を３つのテーマとし、地域とともに未来へ
歩み続ける協同組織地域金融機関を目指します。

※１　SDGｓとは、2015年9月に国連加盟193カ国によって採択された「持続可能な開発目標」です。人間、地球および繁栄のための2030年までの行動計画と
して、17の目標と169のターゲットから構成され、「誰ひとり残さない（no one will be left behind）」ことを誓っています。

※２　環境への取組み
※３　環境（Environment）、社会（Social）、企業統治（Governance）の頭文字

　当金庫は、中小企業および地域住民のニーズや課題に応じ、融資等の金融サービスまたは各種の課題解決手段等の提
供を行うことで、中小企業の成長や地域の繁栄に貢献します。

○信用金庫合同ビジネスフェア
○地域内連携（庄原市、三次市、県立広島大学）
○創業補助金に関する相談や支援強化（商工会議所、商工会との連携）
○若手経営者の会（みどりしんきんSBC）の組織
○経営支援を図るための担保・保証人に依存しない融資商品「SBCスーパーファイナ

ンス」の取扱い
○反社会的勢力に対する基本方針の策定

○店舗への太陽光発電の設置　　○クールビズ、ウォームズの実施
○ペーパーレスの推進　　　　　○使用電力量の削減
○環境配慮型通帳の導入　　　　○地域の環境保全活動やイベントへの参加
○ESG※３投資の推進

○地域行事やボランティア活動への参加
○高齢者安心サポートサービス「ハートフル安心サポート」の営業体制の構築
○がん検診応援定期預金「ふせがんと」の取り扱い
○女性の活躍促進
○マネー・ローンダリングおよびテロ資金供与対策
○独立行政法人国際協力機構が発行する社会貢献債（ソーシャルボンド）への投資
○高等学校への金融教室
○「心身ともに健康で働ける職場づくりと健康経営」への取り組み

　人口減少や少子高齢化の進展、それらに伴う地域の持続可能性の低下が到来していま
す。当金庫は、シニア世代や子どもを中心に、みんなの幸福の実現のため、きめ細かいサ
ポートサービスに努めます。

　気候変動や環境問題は、地域のみならず全世界の生き物にとって最重要課題です。社
会全体の環境保全に向けたCSR※２はもちろんのこと、環境問題に配慮した投資を推進
し、地球環境の保全に努めます。

みどりしんきんSDGs宣言

 １．地域の繁栄

 ２．みんなの幸福

 ３．地球環境の保全

主な取組み

主な取組み

主な取組み
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